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代表

雨宮　崇 科学コミュニケーター

安道　隼人 岡山県岡山市立彦崎小学校教諭

五百川　裕 上越教育大学教授

石川　雄大 岡山県笠岡市立笠岡小学校教諭

石田　好広 目白大学教授

磯野　伊知郎 香川県高松市立円座小学校教諭

岩本　哲也 大阪府大阪市立古市小学校教諭

上木　朋子 福井県越前市吉野小学校教諭

大井山　武 石川県金沢市立明成小学校教諭

大木　聖子 慶應義塾大学准教授

岡田　努 福島大学教授

小倉　康 埼玉大学教授

小野　直樹 福井県福井市明新小学校教諭

笠原　まり子 東京都北区立西ケ原小学校主任教諭

片岡　祥二 共栄大学教授

加藤　尚裕 淑徳大学教授

加藤　直樹 岐阜大学教授

木月　里美 東京都武蔵野市立井之頭小学校主任教諭

工藤　周一 東京都足立区立伊興小学校指導教諭

小髙　大輔 大阪府大阪市立新北島小学校主務教諭

濟城　智哉 香川大学教育学部附属坂出小学校教諭

佐伯　英人 山口大学教授

坂野　真貴子 東京都多摩市立多摩第二小学校主幹教諭

佐川　勝史 カリタス小学校教諭

澤本　恵 福井大学教育学部附属義務教育学校教諭

新澤　一修 北海道札幌市立西岡南小学校主幹教諭

高橋　尚志 香川大学教授

武山　幸一郎 宮城県名取市立相互台小学校教諭

橘　慎二郎 香川大学教育学部附属高松小学校教諭

田村　正弘 東京都足立区立千寿桜小学校校長

丹沢　哲郎 静岡大学理事・副学長

土田　理 鹿児島大学教授

寺本　貴啓 國學院大學准教授

東野　圭佑 岡山県赤磐市立山陽西小学校教諭

栃川　正樹 福井大学教育学部附属義務教育学校教諭

冨田　雄介 北海道札幌市立幌北小学校教諭

中道　優子
中村　雄一 東京都町田市立鶴川第一小学校校長

成田　智哉 宮城県東松島市立宮野森小学校教諭

西畑　千登世 福井県坂井市立長畝小学校教諭

能條　歩 北海道教育大学岩見沢校教授

馬場　豊 元滋賀県草津市立志津南小学校校長

久田　健一郎 筑波大学教授

福井　広和 就実大学教授

藤原　照浩 岡山県赤磐市立桜が丘中学校教諭

細萱　希彦 東京都小平市立小平第二小学校校長

堀　哲夫 山梨大学理事・副学長

松本　一郎 島根大学教授

光眞　喬 東京都荒川区立汐入東小学校主任教諭

宮下　由美子 大阪府大阪市立古市小学校指導教諭

向山　典宏 東京都瑞穂町立瑞穂第四小学校主幹教諭

 岡山大学教授

山中　謙司 北海道教育大学旭川校准教授

結城　千代子 上智大学非常勤講師

横山　正 元東京都杉並区立和田小学校校長

吉田　安規良 琉球大学大学院教授

吉田　淳 名古屋学院大学教授

渡辺　尚 宮城教育大学准教授

渡部　智喜 宮城教育大学附属小学校教諭

東京書籍株式会社　他12名

江里口　博 元練馬区立北町中学校主幹教諭

大島　浩　佐野日本大学中等教育学校・高等学校非常勤講師

岡崎　彰 群馬大学名誉教授

岡村　定矩 東京大学名誉教授

香束　卓郎 獨協埼玉中学高等学校教諭

金勝　一樹 東京農工大学教授

小池　啓一 群馬大学名誉教授

小林　秀明 文教大学准教授

古屋　康則 岐阜大学教授

柴田　秀史 東京農工大学大学院教授

鈴木　隆 東北文教大学教授

髙橋　修 東京学芸大学准教授

竹田　淳一郎 早稲田大学高等学院教諭

手塚　千幹 浦和実業学園中学校・高等学校教諭

林　壮一 福岡大学准教授

春永　順一 浦和明の星女子中学・高等学校講師

別宮　有紀子 都留文科大学教授

松尾　基之 東京大学大学院教授

松村　讓兒 杏林大学教授

三浦　郁夫 気象庁

邑田　仁 東京大学名誉教授

茂串　圭男 埼玉県立越谷北高等学校教諭

山野井　貴浩 白鷗大学准教授

湯浅　智子 東京学芸大学特任准教授

米澤　正弘 渋谷教育学園幕張中学校・高等学校講師

校閲

海津　亜希子 国立特別支援教育総合研究所

特別支援に関する編集協力

徳田　克己 筑波大学教授 水野　智美 筑波大学准教授 西館　有沙 富山大学准教授

バリアフリーに関する編集協力

色覚問題研究グループぱすてる
色覚デザインに関する編集協力

特定非営利活動法人みんなのコード
プログラミング教育に関する編集協力

教科書裏表紙での取り組み
裏表紙には，「新しい理科」全体での工夫や
配慮について示しています。
また，保護者の方へのメッセージを掲載しています。

教科書表紙の写真と言葉について
表紙の写真は，主体的に理科の学びに取り組む児童の様子です。また，
写真に添えた文章は，新学習指導要領で育成が求められている思考力，
判断力，表現力等が育成された姿を，児童の表現として示しました。

この教科書は，以下のような工夫や配慮を行っています。
● カラーバリアフリーを含むユニバーサルデザインに配慮しています。
● 見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを
 採用しています。
● 再生紙・植物油インキを使用しています。

↑「新しい理科」全体での工夫や配慮

↑保護者の方へのメッセージ

　理科では，子どもが身近な自然と触れ合い，さまざまな不思議や疑問を見つけ，それらを友達と
ともに解決していきます。その過程で，「あれ？」「なんで？」と疑問を見つける力，「きっと」
「これとこれを比べれば」などと創意工夫して解決する力，「みんなの結果から」「予想と違って」
などと事実を根拠に科学的に判断する力を身に付けていきます。私たちは，子どもが理科を楽しく
学びながら，未来を拓く力を身に付ける一助となることを願って，本教科書を編集しました。
　保護者のみなさまも，ぜひ子どもと一緒に教科書を開きながら，身近な自然に目を向け，疑問を
見つけて考え，理科を学ぶ楽しさや大切さを感じていただければ幸いです。

豊かな学びが未来を拓
ひ ら

く保護者の
みなさまへ

この資料は，2年度小学校教科書の内容解説資料として，
一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。
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資質・能力
知識及び技能の習得

思考力，判断力，表現力等の育成
学びに向かう力，人間性等の涵養

主体的・対話的で
深い学び 理科の見方・考え方

問題解決の活動

　新学習指導要領では，「理科の見方・考え方」を働かせながら問題解決の活動を
行うことを通して，資質・能力を育成することが求められています。また，そのための
授業改善の視点として，「主体的・対話的で深い学び」が位置付けられています。

i

 新学習指導要領への対応
 ポイント① 問題解決の力の育成
 ポイント② 知識及び技能の習得
 ポイント③ 主体的に問題解決しようとする態度の育成

 全国学力・学習状況調査への対応
  「活用」の力の育成
 調査結果から見られる課題への対応

 編集上の留意点
 大判化により更に使いやすい教科書に
 デジタルコンテンツ
 プログラミング教育
 防災・減災教育／持続可能な社会（ESD，SDGs）
 インクルーシブ教育
 安全への配慮／家庭学習
 小中連携への配慮／他教科等との関連

未来を創る
資質・能力を育みます。
新しくなった『新しい理科』は，
新学習指導要領の理念を授業で実現できる教科書，
児童が確かな力を身に付けることができる教科書です。

目次

 全ての児童にとって「理科が分かる」，全ての先生にとって「授業が見える」教科書

  　「あれ？」「なんで？」が
  詰まった教科書
  「主体的な学び」を実現します。―3ページ構成の単元導入―

  もっと考えたくなる，
  もっと話し合いたくなる教科書
 思考力，判断力，表現力等を高めます。―レベルアップ 理科の力―  
 対話の意義とねらいが分かります。―対話の具体例― 
 どのように考えればよいかが分かります。―理科のミカタ― 

  児童も先生も
  理科が楽しくなる教科書
 資質・能力を確実に育成できます。
 ―学びのライン，学びを生かして深めよう，たしかめよう，学びをつなごう―

 分かる喜びと自らの成長を実感できます。
 ―ふり返ろう，学ぶ前の私・学んだ後の私，理科のひろば―
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このマークのある内容については，別冊の
「観点別特色一覧表」に，より詳しい特色
を記しています。合わせてご活用ください。
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